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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

 

2013-９-１ 

 

【 

菱
の
実 

雑
感 

】 

与
党
圧
勝
、
ね
じ
れ
解
消
と
言
っ

た
文
字
が
七
月
二
十
一
日
夜
か

ら
の
テ
レ
ビ
画
面
や
新
聞
紙
面

を
飾
っ
た
。
当
選
議
員
数
で
は
過

半
数
を
超
え
た
が
、
投
票
率
は
五

〇
％
を
か
ろ
う
じ
て
超
え
た
程

度
、
与
党
の
獲
得
票
数
は
過
半
数

に
満
た
な
い
。
圧
倒
的
に
国
民
の

支
持
を
得
て
い
る
と
は
言
え
な

い
だ
ろ
う
。
▼
死
票
を
減
ら
す
に

は
、
野
党
の
再
編
成
や
選
挙
制
度

の
改
正
が
必
要
と
思
う
。
自
民
政

権
だ
と
数
に
任
せ
て
、
十
分
な
国

会
審
議
も
な
く
法
案
を
通
し
て

し
ま
い
そ
う
な
気
が
す
る
。
国
民

の
知
ら
な
い
う
ち
に
決
ま
っ
て

い
る
。
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
無

い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
。
ね
じ
れ
解
消
と
い
う
が
、

参
議
院
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し

て
、
ね
じ
れ
も
必
要
か
と
思
う
。

▼
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
円
安
が
進

み
輸
出
は
好
調
の
よ
う
だ
が
、
輸

入
価
格
が
上
昇
し
貿
易
赤
字
増

え
る
一
方
だ
。
消
費
税
増
税
は
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
高
齢

社
会
・
人
口
減
少
は
確
実
に
訪
れ

る
。
経
済
は
さ
ら
に
縮
小
す
る
と

予
想
さ
れ
る
。
ま
ず
は
身
の
丈
に

合
っ
た
金
の
使
い
方
を
す
る
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
か
。 

 
 
 
 
 
 
(

橋
本 

功
衛) 

 

親睦旅行 「千葉 小湊鯛の浦温泉」 へのご案内 
「菱の実会」秋の親睦旅行のご案内（下記）をいたします。今年は、南房総の小湊温泉を計画いたしま

した。魚介類の宝庫である、南房総の海辺にそびえ建つ、鴨川ホテル三日月が宿泊宿です。 

館内いたる場所から太平洋が望め、中でも地上 35ｍ・全長 150ｍの展望風呂は、朝夕で変化する海と

星空の眺めがお勧めです。他に 26種類（男女入替制）の湯めぐりができ、中でも 18金製の浴槽「黄金

風呂」は、一見の価値があるかと存じます。会員の皆様には万障繰り合せの上ご参加下さるようご案内

申し上げます。詳細は、同封のパンフレットをご覧ください。 

記 

１．期   日   ２０１３年１０月１７日（木）～１８日（金） 一泊二日 

２．集合場所   馬電正門前 午前８時４５分  

３．宿 泊 先   鴨川ホテル三日月    〒299-5502 鴨川市内浦 2781  ℡ 04-7095-3115 

４．参 加 費    男性：１７，０００円  女性：１５，０００円 （当日徴収させていただきます） 

５．行程  ■１日目  9：00馬電正門前出発 → 関越道・首都高・館山道 →市原ＳＡ（休憩） 

                 → 金谷ＩＣ→ 金谷（昼食） → 清澄寺（参拝） → 鴨川温泉 

         ■２日目  9:00ホテル出発 → 誕生寺（参拝）→道の港まるたけ（買物） → 

                カステラ工房（見学） → 金谷（昼食） → アクアライン → 海ホタル（休憩） 

                 → 館山・首都高・関越道 → 会社 

６．申込方法   同封の返信はがきにて９月２４日（火）までにお申込下さい 
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順位 氏 名 GRS NET 

優勝 関根 詔三 82 71.2 

準優勝 高木よし子 82 71.2 

３位 飯塚 倉二 97 71.8 

４位 竹沢 宏 76 72.4 

５位 霜田 政雄 75 72.6 

６位 益子 喜雄 87 72.6 

７位 小林 初男 81 72.6 

 

７月３１日（水）に大間々カントリー俱楽部に於いて、第６２回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。 
今回は梅雨明けで猛暑の中のゴルフを覚悟しての計画でしたが、当日は朝霧が出て視界が悪い中
スタートしましたがすぐに晴れて蒸し暑くなってきましたが、時折吹く風が気持ち良く感じられ、まずま
ずコンデションの中３９名の参加で楽しいゴルフを行うことが出来ました。また、今回はゴルフ場のハ
ーフコンペの日であり１１名の方が賞品をゲットしました。結果は関根詔三さんが６年ぶりの優勝をし
ました。次回は１０月８日（火）に予定しています。（上武ゴルフ場）） 

 

第
４
条 

天
皇
は
、
こ
の
憲
法
の
定
め
る
国
事
に
関
す
る
行
為
の
み
を
行
ひ
、
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い
。 

２ 

天
皇
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
国
事
に
関
す
る
行
為
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
５
条 

皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
摂
政
を
置
く
と
き
は
、
摂
政
は
、
天
皇
の
名
で
そ
の
国
事
に
関
す
る
行
為
を
行
ふ
。
こ
の
場
合
に
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

第
６
条 

天
皇
は
、
国
会
の
指
名
に
基
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
を
任
命
す
る
。 

２ 

天
皇
は
、
内
閣
の
指
名
に
基
い
て
、
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
を
任
命
す
る
。 

尾島ねぷた祭り ・・・ 今年も多くの人出でにぎわいました 
今ではすっかり、尾島地区の夏の風物詩となった「尾島ねぷたまつり」が８月 14・15 日の両日行われた。
「三菱ねぷた」の出陣は、昭和６３年から連続で出陣しており、今年で２６回目と記憶している。今年の出
陣は二日目の１５日。200 人を超える参加者に「菱の実会員」も交じり、「尾島ねぷたまつり」の盛り上げに
一役買った。今年の「三菱ねぷた」は、鏡絵（表絵）・見送り絵（裏絵）こそ自前の作ではなかったが、太鼓
台車の絵・傘の絵・金魚ねぶたは自前の作で、なかなかの出来栄えであった。 
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【 

憲
法
を
読
も
う 

】 

第
２
章 

戦
争
の
放
棄 

〔
戦
争
の
放
棄
と
戦
力
及
び
交
戦
権
の
否
認
〕 

第
九
条 

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る

国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争

と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛

争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄

す
る
。
２ 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍

そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦

権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。 

第
３
章 

国
民
の
権
利
及
び
義
務 

〔
基
本
的
人
権
〕 

第
十
一
条 

国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有

を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基

本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と

し
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。 

〔
自
由
及
び
権
利
の
保
持
義
務
と
公
共
福
祉
性
〕 

第
十
二
条 

こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及

び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を

保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
国
民
は
、
こ
れ
を

濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
常
に
公
共
の
福

祉
の
た
め
に
こ
れ
を
利
用
す
る
責
任
を
負
ふ
。 

〔
平
等
原
則
、
貴
族
制
度
の
否
認
及
び
栄
典
の
限
界
〕 

第
十
四
条 

す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
つ

て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に

よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、

差
別
さ
れ
な
い
。
２ 

華
族
そ
の
他
の
貴
族
の
制
度

は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。
３ 

栄
誉
、
勲
章
そ
の
他
の

栄
典
の
授
与
は
、
い
か
な
る
特
権
も
伴
は
な
い
。
栄
典

の
授
与
は
、
現
に
こ
れ
を
有
し
、
又
は
将
来
こ
れ
を
受

け
る
者
の
一
代
に
限
り
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 
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川
柳 

創
駄
郎 

編
集
委
員
の
皆
さ
ん
、
毎
月
ご
苦
労
様
で
す
。 

川
柳
も
三
年
前
編
集
委
員
の
一
員
と
し
て
籍
を
置
き

ま
し
た
。
た
い
し
た
協
力
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

会
報
の
「
編
集
後
記
」
は
必
ず
書
き
、
決
め
ら
れ
た

月
に
提
出
す
る
よ
う
言
わ
れ
、
大
変
苦
労
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
影
響
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
多

少
で
す
が
筆
無
精
が
解
消
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今

で
は
書
き
た
い
と
き
に
書
き
、
原
稿
を
提
出
す
る
こ

と
で
拙
（
つ
た
な
）
い
文
章
で
も
全
国
版
（
菱
の
実

会
だ
よ
り
）
に
載
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
は
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。 

 

さ
て
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
「
大
岡
政
談
」
と
い

う
落
語
を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。
奈
良
市
内
で
、
老

夫
婦
が
営
む
豆
腐
屋
の
店
先
に
、
早
朝
一
頭
の
鹿
が

死
ん
で
い
ま
し
た
。
さ
あ
大
変
で
す
。
神
の
使
い
と

し
て
知
ら
れ
る
鹿
が
、
店
先
で
死
ん
で
い
る
の
で
す

か
ら
。
捕
え
ら
れ
取
り
調
べ
結
果
は
、
大
岡
越
前
守

忠
相
の
公
平
な
る
大
岡
裁
き
で
無
罪
放
免
と
な
り
、

最
後
に
、
豆
腐
屋
、
こ
れ
か
ら
も
「
ま
め
に
暮
ら
せ

よ
」
。
こ
れ
に
て
一
件
落
着
と
い
う
落
語
で
す
。 

筆
無
精
の
漢
字
は
前
か
ら
知
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す

が
、
反
対
語
の
（
筆
ま
め
）
の
漢
字
は
と
思
い
、
辞

書
で
（
筆
忠
実
→
ふ
で
ま
め
）
と
知
り
ま
し
た
。
（
忠

実
→
ち
ゅ
う
じ
つ
）
→
①
ま
ご
こ
ろ
を
尽
く
し
て
よ

く
努
め
る
こ
と
。
②
実
際
の
通
り
正
確
に
行
う
こ
と
。

（
忠
実
→
ま
め
）
→
①
ま
じ
め
。
誠
実
。
本
気
。
②

労
苦
を
い
と
わ
ず
勤
め
働
く
こ
と
。
「
・
・
に
働
く
」

③
生
活
に
役
立
つ
。
④
身
体
の
丈
夫
な
こ
と
。
達
者
。

息
災
。
「
・
・
で
暮
ら
す
」
。 

（
ち
ゅ
う
じ
つ
）
（
ま
め
）
と
読
ん
だ
と
き
、
だ
い

ぶ
意
味
が
違
う
よ
う
で
す
。
④
の
「
・
・
で
暮
ら
す
」

を
見
た
時
、
大
岡
裁
き
で
（
ま
め
に
暮
ら
せ
よ
）
の

中
に
（
忠
実
→
ま
め
）
も
含
ん
で
落
語
の
落
し
に
な

っ
て
い
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
日
本
語
は
読
み
方
を
変
え
る
と
面
白
い
。
工
夫

（
く
ふ
う
）
が
工
夫
（
こ
う
ふ
）
に
早
変
わ
り
。 

大
家
（
お
お
や
）
→
貸
家
の
持
ち
主
。
家
主
。
（
た
い

か
）
→
大
き
な
家
。
貴
い
家
柄
。
そ
の
道
に
特
に
優
れ

た
人
。
（
た
い
け
）
→
金
持
ち
の
家
。
社
会
的
な
地
位
。

由
緒
あ
る
家
柄
。 

こ
こ
で
日
本
語
に
つ
い
て
話
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
外
国
人
が
日
本
語
を
習
う
と
き
大
変
だ
と
よ
く
聞

き
ま
す
。
漢
字
・
か
な
（
片
仮
名
、
平
仮
名
）
カ
タ
カ

ナ
語
（
外
来
語
）
そ
し
て
ロ
ー
マ
字
等
、
多
岐
に
習
う

こ
と
が
多
い
こ
と
で
す
。
漢
字
は
古
代
中
国
に
発
生
し

た
文
字
。
現
在
中
国
、
日
本
、
朝
鮮
で
使
用
。
紀
元
前

十
数
世
紀
の
殷
（
い
ん
）
の
時
代
に
す
で
に
用
い
ら
れ

た
。
日
本
で
は
一
般
に
「
峠
」
「
榊
」
「
辻
」
の
い
わ

ゆ
る
国
字
を
含
め
て
漢
字
と
称
す
る
。
日
本
へ
は
一
世

紀
ご
ろ
伝
来
。
国
字
→
日
本
で
作
ら
れ
た
漢
字
。
又
訓

読
み
で
音
読
み
が
な
い
の
が
普
通
で
す
。
国
字
を
い
く

つ
か
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
峠
（
と
う
げ
）
、
鞐
（
こ

は
ぜ
）
裃
（
か
み
し
も
）
と
面
白
い
で
す
ね
。
（
橇
、 

 
 
 

艝
、
轌
）
そ
り
と
読
み
ま
す
が
、
橇
（
せ
い
、
さ
い
、

そ
り
）
→
中
国
で
泥
の
上
を
行
く
の
に
用
い
た
乗
り
物
。

現
在
で
は
雪
や
氷
の
上
を
す
べ
ら
せ
て
物
を
運
ぶ
乗
り

物
。
艝
は
な
ん
と
美
し
い
国
字
で
す
ね
。
躾
も
美
し
い

で
す
。
例
外
も
あ
り
ま
す
。
働
（
ど
う
、
は
た
ら
く
）

は
人
が
動
い
て
働
く
の
意
味
を
表
わ
す
。
動
が
伝
来
し

て
人
偏
を
つ
け
て
国
字
に
し
た
。
中
国
で
も
使
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

か
な
（
片
仮
名
、
平
仮
名
）
の
「
片
」
は
一
部
分
の
意
。

阿
（
ア
）
伊
（
イ
）
宇
（
ウ
）
久
（
ク
）
己
（
コ
）
の

よ
う
に
漢
字
の
一
部
を
取
っ
て
作
っ
た
の
が
片
仮
名
で

す
。
平
仮
名
は
漢
字
の
草
書
体
か
ら
作
ら
れ
た
草
（
そ

う
）
の
仮
名
を
さ
ら
に
く
ず
し
て
作
っ
た
文
字
。
安
（
あ
）

以
（
い
）
宇
（
う
）
衣
（
え
）
等
。
片
仮
名
も
平
仮
名

も
平
安
初
期
に
発
生
し
た
日
本
の
仮
名
文
字
で
す
。 

                                                                   

日
本
語
は
「
。
」
と
「
“
」
と
で
は
大
違
い
。
男
（
パ

パ
）
が
女
（
バ
バ
）
に
早
変
わ
り
。
バ
ス
に
乗
る
の
を

パ
ス
し
て
少
し
歩
い
て
み
よ
う
か
。
→
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
。
保
存
食
用
に
か
ん
ぱ
ん
（
乾
パ
ン
）
有
り
と
、
か

ん
ば
ん
（
看
板
）
が
店
に
で
て
い
た
。
熟
語
に
一
字
付

け
た
こ
と
に
よ
っ
て
違
っ
た
読
み
方
に
変
化
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。 

五
月
（
ご
が
つ
）
・
・
・ 

五
月
雨
（
さ
み
だ
れ
）
。
（
五
月
雨
を
あ
つ
め
て
早
し

最
上
川
）
→
奥
の
細
道
よ
り
。
五
月
蠅
（
う
る
さ
い
）
。

（
や
れ
う
つ
な
蠅
が
手
を
す
り
足
を
す
る
）
→
一
茶
の

句
よ
り
。
五
月
晴
（
さ
つ
き
ば
れ
）
大
空
に
元
気
に
泳

ぐ
鯉
の
ぼ
り
五
月
節
句
の
五
月
晴
れ
） 

日
本
語
は
ひ
ら
が
な
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
漢
字
に

す
れ
ば
意
味
が
通
ず
る
。 

「
き
り
は
き
り
を
と
お
し
て 

き
り
を
と
お
さ
ず
」

（
桐
は
錐
を
通
し
て
霧
を
通
さ
ず
）
。
錐
→
穴
を
あ
け

る
工
具
。
桐
は
御
存
知
の
通
り
琴
、
タ
ン
ス
、
家
具
材
、

下
駄
、
箱
な
ど
に
利
用
。
吸
湿
性
も
少
な
い
の
で
、
タ

ン
ス
は
霧
（
湿
気
）
を
通
さ
ず
最
適
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

日
本
語
は
、
い
ろ
い
ろ
大
変
で
す
が
、
面
白
い
で
す
ね
。 

こ
こ
で
な
ぞ
が
け
を
一
つ
。
新
聞
と
か
け
て
お
坊
さ
ん

と
解
く
。
「
今
朝
（
袈
裟
）
き
て
今
日
（
経
）
読
む
」

→
新
聞
の
コ
ラ
ム
欄
よ
り
。 

落
語
も
、
な
ぞ
か
け
も
、
日
本
語
が
生
ん
だ
芸
だ
と
思

い
ま
す
。 

何
だ
、
「
豆
」
だ
け
の
話
し
だ
け
と
思
っ
た
ら
、
ご
た

ご
た
、
い
っ
ぱ
い
枝
が
生
え
て
文
章
が
長
い
ぞ
。 

す
み
ま
せ
ん
。
ど
こ
で
止
め
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
「
豆
」
だ
け
に
、
い
っ
ぱ
い
枝

が
生
え
て
（
モ
ヤ
シ
）
に
な
っ
た
の
だ
。 

 

今
日
も
ま
た 

辞
書
を
ひ
き
ひ
き 

日
が
暮
れ
る
。 



No．２４５ （４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

９月の囲碁愛好会 
９月９日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

９月の麻雀愛好会 
９月１２（木）､２６日（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 9/10日、24日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

９月の将棋愛好会  
９月１６日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

９月グラウンドゴルフ例会 
９月３０日（月）９：３０～ 
（集合 ９：１５） 

利根ＧＧ場 
（会費：無料） 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第 6３回ゴルフ愛好会 １０月８日（火） 上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

１０月のカラオケ月例会 １０月７日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 10 月 5 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

１０月の 

パソコンサークル 
１０月７日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

１０月の幹事会 １０月７日（月） １５：００ 労組会議室 
 

９月の編集委員会 ９月１７日（火） １３：３０ 労組会議室  
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編
集
後
記 

・ 

今
月
の
会
員
投
稿
の
「
豆
」
に

あ
る
よ
う
に
、
日
本
語
は
本
当

に
面
白
い
。
そ
こ
で
、
な
ぞ
か
け

を
も
う
ひ
と
つ
。
「
ビ
ー
ル
と
か

け
て
恋
人
と
解
く
。
そ
の
心

は
。
・
・ 

会
わ
な
い(

泡
な
い
）
と

寂
し
い
」
・
・
・ 

前
に
「
ね
づ
っ
ち
」

が
や
っ
て
ま
し
た
。 

・ 

予
定
し
て
い
た
原
稿
が
急
に

間
に
合
わ
な
く
な
り
、
急
き
ょ

又
憲
法
の
条
文
の
一
部
を
掲
載

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
憲
法
改

正
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
持
つ

こ
と
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
憲
法
を
読
み
、
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

（ 

篠
崎
） 

  

 

 

 

 


